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神奈川県温泉地学研究所観測だより，第 72 号，2022．

１．はじめに　

　温泉利用施設を訪れた際に浴室
や脱衣所に掲げられた、温泉の成
分、禁忌症（入浴や飲泉を控えるべ
き疾患や症状）、適応症（入浴や飲
泉により良化の期待される疾患・症
状）、入浴又は飲用上の注意事項が
書かれた掲示証を見たことはありま
せんか？ 温泉水には、硫黄の匂い
がする温泉、肌がつるつるになる温
泉、肌がピリピリする温泉など様々
な種類があります。これを泉質と言

います。温泉水は肌に直接触れるだ
けでなく、飲用することもあります。
このため、温泉施設は利用者に温泉
を適切に利用するための情報を周知
する必要があります。温泉の成分や
禁忌症などが、施設内の目立つ場所
に掲示されているのはそのためです

（温泉法第 18 条）。適用症や禁忌症
などの項目は、泉質によって異なり
ます。泉質は、地下環境の変化によ
り変わることがあるので、掲示内容
の正確性が担保されるよう定期的な
更新（10 年毎）が義務づけられて

います。
　このような掲示証の記載内容を決
定しているのが、図 1 のような「温
泉分析書」です。温泉分析書には、
源泉情報（温泉が湧き出す場所の住
所など）、揚湯量（湧出量）、温泉の
成分、泉質など様々な情報が書かれ
ており、温泉のプロフィールとも呼
べるものです。掲示証の様式が定め
られたのは 1982 年ですが（環境庁
自然保護局長通知［昭和 57 年環自
施第 227 号］）、それ以前は温泉分
析書をそのまま掲示することが一般

図 1　　温泉分析書の例。記載内容は架空のものです。
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的でした（平野、1997）。
　神奈川県温泉地学研究所（以下、
当所）では、国の指定分析機関と
して分析を開始した 1961 年から
約 60 年もの間、温泉の成分分析を
行い、温泉分析書を発行してきまし
た。本稿では、温泉分析書の記載内
容、温泉の属性や泉質の決定法など
について紹介していきます。

２．温泉の定義
　多くの方は、温泉というと地面か
ら湧き出た温かい水（お湯）をイメー
ジするかと思います。それでは、何℃
以上で温泉なのでしょうか。また、
湧き出た温かい水は必ず温泉で、冷
たい水は温泉にはならないのでしょ
うか。この疑問を解消するため、温
泉の定義を解説していこうと思いま
す。
　 温 泉 は、 日 本 で は 1948（ 昭 和
23）年に施行された温泉法によっ
て定義されています。この定義によ
れば、温泉とは「地中から湧出する
温水、鉱水及び水蒸気その他のガ
ス（炭化水素を主成分とする天然ガ
スを除く。）で、温度又は物質（成
分ともいう）における一定条件を満
たすもの」と定義されており、「温
度又は物質（成分ともいう）におけ
る一定条件」とは、以下に示した 2
つのいずれかを満たすことです。

①　源泉（温泉の湧出口）から採取さ
れたときの温度（泉温）が 25℃以上
②　源泉から採取された試料におい
て、表１の基準を１項目以上満たす
　
　このように、温泉の定義は幅が広
く、温泉と思えないものが温泉に該
当することがあります。例えば、泉
温が 10℃だったとしても、この水
1kg 中にメタほう酸が 10 mg 含ま
れていれば温泉となります。また、
火山地帯で見られる火山ガスなども

温泉法の基準を満たしさえすれば、
温泉に該当します。

３．温泉分析書の記載内容　
　温泉分析書には、様々な項目が記
載されています。当所で発行してい
る温泉分析書の見本（図 1）を例に
記載項目を上段から順に以下にまと
めます。

３－１　申請者
　源泉所有者の氏名が記載されます。

３－２　源泉名
　源泉とは温泉の湧出口（井戸）を
指します。ここには、温泉地名、任
意の源泉名（温泉地での昔ながらの
呼び方など）、県に登録されている
台帳番号が記載されます。

３－３　湧出地、揚湯地
　源泉の所在地が記載されます。

３－４　現地での試験結果
　湧出・揚湯地での試験結果や源泉
管理者からの聞取り調査の結果が示
されます。具体的には、現地調査日
時、気温、泉温、揚湯量（自噴泉の
場合は湧出量）、汲み上げ動力の種
類と型式、掘削深度、海抜標高、静
水位とその測定日、知覚的試験（温
泉水の色、匂い、味等）、pH （水素
イオン指数、本文４章を参照 ) など
が記載されます。
　温泉には、自然に湧出している自
噴泉と、ポンプを用いて地下から汲
み上げる動力揚湯泉があります。動
力であるポンプには、いくつか種類
があり、エアーリフトポンプや水中
ポンプなどがあります（粟屋ほか、
1999）。また、揚湯量（自噴泉では
湧出量）とは 1 分当たりの温泉水
の流量のことです。図 2 は揚湯試
験の様子で、揚湯量は桶に水がたま
る時間から計算されます。静水位と
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は、温泉を採取しない状態（自然状
態）での井戸水面の高さで、揚湯泉
の場合は地表からの深さであり、自
噴泉は地表よりも高い位置となりま
す。掘削深度とは、地下深くに存在
する温泉を汲み上げるためにボーリ
ングなどで堀った深さのことです。

３－５　室内での試験結果
　温泉水を持ち帰り、実験室で分析
した結果が記載されています。具体
的には、分析終了日、知覚的試験

（温泉水の色、匂い、味等）、pH ( 水
素イオン指数 )、電気伝導率、密度、
蒸発残留物の量などです。

３－６　試料中の化学組成や分量
　この項目では、温泉水 1 kg 中に
含まれる化学成分の含有量をまとめ
ています。これらの成分量を合計し
た溶存物質や成分総計も記載されて
います。温泉成分分析において濃
度は、伝統的にミリバル (mval) と
いう単位で表されます。バル（val）
は「グラム当量」を意味し、mval
は そ の 1000 分 の 1 の 単 位 で す。
mval は次の式で計算されます。

図 2　　揚湯試験。桶に温泉水がたまる時間をストップウォッチで計測し、
1分当たりの流量を求める。

ミリバル（mval） 温泉水 1kg 中の成分量 （mg）
原子量 （または分子量）

イオン価数 

また、ミリバル %（mval%）は、陽イ
オンと陰イオンそれぞれの合計に占め
る各イオンの割合を示しており、泉質
名を決定する際の基準となります。

３－７　泉質
　泉質名とは、温泉の温度や化学成
分から温泉の特徴を示すために付け
られる名前です。泉質名の決定に
は、上記の「３－４ 現地での試験
結果」、「３－５　室内での試験結果」
と「３－６　試料中の化学組成と分
量」の結果を使用します（本文５章
を参照）。ただし、すべての温泉に
泉質名が与えられるわけではありま
せん。泉質名がつくのは後述する療
養泉に限られ、療養泉に当てはまら
ない温泉では泉質名の欄に「温泉法
上の温泉」などと記載されます。な
お、この欄では泉質名以外に、環境
省発行の鉱泉分析法指針（平成 26
年改訂）で示されている温泉の属性

（泉温、液性、浸透圧を用いた区分）
についても示されます（本文４章を
参照）。

３－８　禁忌症・適応症
　禁忌症とは入浴を避けるべき疾患
や症状のことで、適応症とは入浴に
よって良い効果が期待される疾患や
症状のことです。環境省は、全ての
温泉に共通する一般禁忌症と泉質別
禁忌症を示しています。一方、適応
症は療養泉のみにあるため「療養泉
の適応症」として示され、全ての療
養泉に共通する一般適応症と泉質別
適応症があります。これらは環境省
ホームページやパンフレットなどで
公開されています。ここでは、一
般禁忌症と一般適応症について表 2
に示しています。禁忌症や適応症は

「温泉分析書」には直接記載されず、
添付される「温泉分析書別表」に記
載されます。温泉分析書別表には、
これに加えて、入浴における注意点
などが記載されます。

３－９　試験者
　温泉分析書を作成した担当者の氏
名が記載されます。

３－１０　分析機関の名称
　温泉分析書作成機関の名前と都道
府県での登録番号が記載されます。

３－１１　発行年月日
　発行年月日が記載されます。

４．温泉の属性
　温泉水は、地域や源泉毎に特徴が
あり、環境省自然環境局発行の鉱泉
分析法指針（平成 26 年改訂）では
温泉の属性について示されています

（図 3）。この分類では、泉温、液性
（水素イオン指数：pH）や浸透圧が
重要な要素です。
　泉温について、25℃未満を冷鉱
泉、25℃～ 34℃を低温泉、34℃～
42℃を温泉、42℃以上を高温泉と
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呼びます。多くの人にとっての快適
な入浴温度は約 40℃と言われてお
り、温泉利用施設では、冷鉱泉や低
温泉は加温を、高温泉は加水や湯畑
で冷ますなどして適切な温度に調節
しています。熱いお湯は交感神経を
刺激して神経系や循環器系を興奮さ
せる作用が、ぬるいお湯は副交感神
経を刺激して鎮静させる作用がある
とされており、施設によっては、低
温や高温で利用されるケースも見受
けられます。
　浸透圧とは、濃度が異なる 2 つ
の溶液が半透膜（水のみを通す膜）
を挟んで接した際に、薄い溶液から
濃い溶液に水が移動するために生じ
る力のことです。鉱泉分析法指針で
は人間の体液を基準として、温泉水
の成分濃度がそれより高いか、低い
かにより低張性、等張性、高張性の
3 種類に分けています。温泉分析書
において、温泉 1kg に含まれる溶
存物質量が 8 g 未満を低張性、8 ～
10 g 未満を等張性、10 g 以上を高
張性と記載されます。

　水素イオン指数である pH につい
ては、酸性、中性、アルカリ性を示
す指標であり、一般的には 7 が中性、
7 より低くなれば酸性、7 より高く
なればアルカリ性と定義されてい
ます。ちなみに、水道水の pH の基
準値は 5.8 から 8.6 です（水道法第
4 条に基づく水質基準に関する省令、
令和 2 年 4 月 1 日施行）。温泉水に
おいて pH 3 未満が酸性、3 ～ 6 が
弱 酸 性、6 ～ 7.5 が 中 性、7.5~8.5
が弱アルカリ性、8.5 以上がアルカ
リ性と定義されています。酸性の温
泉水は刺激が強いですが殺菌効果が
あり、皮膚病に効果的であるとされ
ています。一方、アルカリ性の温泉
水は美肌効果があるなどと言われて
います。中性～弱アルカリ性の温泉
水は、肌への刺激が少なく、肌の弱
い人や敏感肌の人でも安心して入浴
することができます。

５．泉質決定法
　鉱泉分析法指針では、温泉の中で
も、特に治療の目的に用いることが

できる温泉を療養泉と定めています。
療養泉となるには、以下の 3 つの
いずれかを満たす必要があります。 

①　源泉から採取されるときの温度
（泉温）が 25℃以上である
②　源泉から採取された水 1kg 中の溶
存物質量が 1000 mg 以上である
③　表 3 の特殊成分の基準を 1 項
目以上満たす

　なお、２章で述べた温泉の定義は
満たすが、上記の療養泉の定義①～
③を満たさない場合は「温泉法上の
温泉」などと表現され、泉質名は存
在しません。例えば、泉温が 10℃で、
表 1 の項目の中でメタほう酸のみ
が基準値を超えている場合などが挙
げられます。
　上記の療養泉の定義を満たす場合
は、化学成分や泉温を基にした泉質
が決められます。泉質決定のフロー
チャートを図 4 に示します。湧出
する水の温度について、25℃以上
では温泉、25℃未満では冷鉱泉と
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図 3　　温泉の属性。環境省自然環境局発行の鉱泉分析法指針（平成 26 年改訂）で定められている属性の区分です。

称します。上記の定義①（水温が
25℃以上）に該当するが、同定義
②と③に該当しないものを単純温泉
と呼び、さらに pH 8.5 以上の場合
はアルカリ性単純温泉と呼びます。
　また、上記の定義②（温泉水 1 
kg 中の溶存物質量が 1000 mg 以
上）を満たす場合は塩類泉と総称さ
れ、その泉質名は、温泉の化学成分
のうち 20 mval% 以上含まれる陽イ
オンと陰イオンの組み合わせで表し
ます。さらに、表 3 の特殊成分の
基準を満たす場合は、含●●と最初
に付けます（ただし、水素イオンに
ついては酸性と付けます）。例えば、
源泉温度が 40℃で、温泉水 1 kg
中の溶存物質量が 1500 mg であり、
その内訳としてナトリウムイオン
が 70 mval%、カルシウムイオンが
15 mval%、硫酸イオンが 20 mval%、
塩化物イオンが 70 mval% 含まれて
いれば、その温泉水の泉質はナトリ
ウム－塩化物・硫酸塩（温）泉とな
ります。また、この泉質に、さらに
表 3 の特殊成分の水素イオンを基
準値以上含む場合は、酸性－ナトリ
ウム－塩化物・硫酸塩泉と名付けら

れます。
　他にも、泉温が 20℃で、溶存物
質量が 500 mg/kg であり、表 3 の
総硫黄の基準を満たしている場合

は単純硫黄冷鉱泉となります。ま
た、泉温が 20℃で、溶存物質量が
2200 mg/kg で、ナトリウムイオン
が 70 mval%、カルシウムイオンが

図 4　　泉質決定のフローチャート（信濃、2019 を改変）。
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15 mval%、炭酸水素イオンが 75 
mval%、塩化物イオンが 15 mval%
であり、表 3 の条件を満たさない
場合は、ナトリウム－炭酸水素塩（冷
鉱）泉となります。
　正式な泉質名は、含●●－▲▲－
▽▽・△△塩（温あるいは冷鉱）泉
などと長くなることがあります。そ
のため、温泉水に含まれる成分の特
徴を簡易的に示す場合もあります。
たとえば、一般向けの本や web な
どの媒体で多く用いられる泉質の分
類法として、温泉水に含まれる特殊
成分や最も多く含まれる陰イオンの
みを記載することで、単純温泉、塩
化物泉、炭酸水素塩泉、硫酸塩泉、
二酸化炭素泉、含鉄泉、酸性泉、含
よう素泉、硫黄泉、放射能泉などと
分類することがあります。ただし、
こうした簡易な泉質名は、正式なも
のでは無いので注意が必要です。

６．おわりに
　本稿では、温泉分析書の存在意義
や記載項目の紹介に加えて、温泉の
属性区分や泉質の分類法について示
してきました。当所の近くには箱根
火山が存在しており、箱根温泉や湯
河原温泉があります。特に箱根温泉
は、発祥の地である箱根湯本温泉を
はじめとして、20の温泉場があり、
箱根二十湯と呼ばれています。各温
泉場の見所、歴史的背景や泉質など
については、本誌の連載である「ワ
クワクはこね温泉」に詳しく掲載さ
れています。箱根は温泉場だけでな
く泉質も豊富で、箱根湯本温泉でみ
られるアルカリ性単純温泉や大涌谷
温泉での酸性－カルシウム・マグネ
シウム－硫酸塩・塩化物泉など様々
です。泉質の違いに伴って、温泉水
の色や匂いなどの特徴、適応症や禁
忌症も異なります。どの泉質がご自

分に合うかを見つけるのも、温泉の
楽しみ方の1つだと思います。本稿
が、皆様の温泉に関する知識を深め
る一助となれば幸いです。
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